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原稿執筆や打ち合わせに忙しい編集局フロア

社会事象や事件事故、政治、行政、住民の関心の高い生活密着型のニュース、地
域社会で奮闘する人模様を描いた話題は「山陰社会面」「山陰総合面」で掲載して
います。
力を入れているのが選挙報道です。国政選挙はもとより、地域住民の関心が高い
市町村長選は前哨戦から詳しく伝えています。このほかにも、深く掘り下げた企画、リ
ポートを随時掲載し、読み応えと分かりやすさを追求しています。

選挙報道に力

　心温まる話題は地域別のローカル面で展開し、山陰全域のローカルニュースを一
覧できる紙面を提供しています。「さんいん特報班」など地域課題に焦点を当てた読
み物も掲載しています。
　地元の経済情勢や企業の動向などを伝える記事は、山陰経済面に収容し、経済の
動きが一目で分かるようにしています。
　スポーツは、バスケットボールB1の島根スサノオマジックの報道に力を入れてい
ます。

地域の話題から経済、スポーツまで網羅

ニュースの核心を分かりやすく伝えるオピニオン力の強化に努めています。真相に
迫る「ニュース追跡」のほか、社外の識者の寄稿、インタビューによる「羅針盤」「談論
風発」をはじめ、ローカルからグローバルまで幅広い視点で物事を捉える企画も満載
です。

オピニオン力の強化

島根、鳥取両県のイベント情報を中心に、暮らしに役立つ生活情報を「生活アップ
デート」に集約。さまざまな催しや行事を広域的に紹介しています。

役立つ生活情報詳しく

衣食住や健康、育児・教育、流行、娯楽など、暮らしにかかわる話題を硬軟取り混ぜて幅広く、分かりやすく提供しています。論壇や芸術、文芸、
人文科学の今を取り上げるのが文化面。山陰の読者の知的好奇心に応えます。

人に寄り添い、心を豊かに

「地域主義」「地域支援」の徹底

　山陰両県で唯一の経済週刊誌となる「山陰経済ウイークリー」を発
行し、地元経済の今を伝えています。1977年の創刊から45年以上の歴
史があり、2020年4月には誌面を大幅リニューアルしました。表紙のデザ
インを一新したほか、ニュースを深く掘り下げる大型リポートや専門家に
よるタイムリーなコラム、誌上ゴルフレッスン、ランチスポット情報などの企
画を掲載。ビジネスパーソンに役立つ誌面作りに努めています。

山陰唯一の経済週刊誌
「山陰経済ウイークリー」

　足元の豊かさを再発見する「地域主義」、新たな豊かさを追求する「地域支援」が理
念です。記者一人一人が地域に入り込んで発信する意識を徹底し、読者と双方向の
紙面作りを進めています。
　島根、鳥取両県をはじめ、東京、広島に記者を配置。基本方針に▽地域の生き残り
を考える報道▽ルポなど徹底した読者目線の報道▽具体的な道標を示す提言型報
道─を掲げ、硬軟織り交ぜたニュースを発信しています。
　2013年に琉球新報社（沖縄県）と合同で取り組んだ連載企画「環（めぐ）りの海」で
新聞業界の最高賞である新聞協会賞を受賞しました。高速道路の片側1車線区間で
はみ出し事故が相次いだ問題では、海外取材を含めた長期連載を展開し、解決策を
国に提言。安全対策を進める機運を醸成しました。
　また、最大24㌻のカラー面が印刷できる輪転機を生かし、迫力ある写真や見やすい
図表を随所に掲載。ビジュアル効果を高めた紙面作りも心掛けています。本紙のデジタ
ル版「山陰中央新報デジタル（Sデジ）」では、記者が取材した掲載記事を閲覧すること
ができます。

読者投稿の「こだま」欄や、小学生
から学生までの「こだま学園編」欄、
心温まる話や愉快なエピソードを伝
える「読者ふれあいページ」など、読
者参加コーナーが好評を得ており、
紙面を通じた交流も生まれていま
す。1面に毎日掲載する「慈しみの心」
は、インド哲学・仏教学の世界的権
威である故中村元氏（松江市出身）
が紹介したブッダの教えなどをつづ
り、読者の皆さんの生きる指針に
なっています。

読者参加の紙面で
生まれる交流

記者同士の情報交換も欠かせない

地域密着取材から生まれる圧倒的ボリューム紙面

第一線で取材する記者
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多様な情報発信に力 地方創生に貢献

＜主な出版物＞

出　版 デジタルサイネージ

圏域振興

本社の出版物

山陰の自然や歴史、文化を紹介する出版活動を展開しています。松江城をは
じめ、石見銀山やたたら製鉄、出雲大社のガイド本などを発行。そのほか、地元
文化人の伝記や紀行本、ビジネス書など幅広い分野で後世に残る本作りを手掛
け、郷土の出版界をけん引しています。自治体や企業から依頼を受け、新聞社な
らではの取材ネットワークと情報の蓄積を生かし、広報誌や記念誌、社史も編
集、制作しています。

・ 日本の未来は島根がつくる
・ 堀田仁助 ～蝦夷地を測った津和野藩士～
・ 旅に唄あり 復刻新版
・ 中村元 慈しみの心
・ そりとむくり 彫刻家 澄川喜一
・ 明窓 書き写しノート（改訂版）

・ 国宝 松江城 ～美しき天守～（改訂版）
・ 鉄のまほろば ～山陰 たたらの里を訪ねて～
・ 古事記1300年 神話のふるさと ～山陰のゆかりの地を訪ねる～
・ こども出雲国風土記（改訂版）
・ マンガで親しむ出雲神話シリーズ・全４巻

　山陰中央新報デジタルサイネージは、インターネット回線を使って山陰両県、国内外のニュースや天気予報などを、随時更新しながらリアル
タイムで配信。空港や病院での企業ＰＲ、大学での人材確保など設置場所の属性に応じた広告、イベント情報などの発信もでき、速報も可能
です。
　現在は出雲縁結び空港、島根県立中央病院、松江市立病院、公立邑智病院、島根大学、島根県立大学浜田キャンパス、鳥取大学湖山
キャンパス、米子鬼太郎空港で稼働しています。

文化センター
山陰中央新報社文化センターは、地域住民の生涯学習拠点とし
て、松江、出雲の２教室で各種講座を開いており、多くの受講生に
親しまれています。地域で活躍するトップクラスの講師陣を迎え、
「学ぶ、出会う、楽しむ」をモットーに運営しています。
講座は茶道、華道、書道、舞踊、邦楽、手工芸など日本の伝統文化
から、語学、歴史、料理、ダンス、健康づくり、園芸まで多種多様に展
開。人生100年時代といわれ、リスキリング（学び直し）の機運が高
まる中、教室は活気を帯びています。無料見学・体験もできます。

写真販売

殿まちギャラリー
松江市南殿町地区の活性化につなげるため、空
き店舗を改装して2002年６月にオープン。個人や
グループによる絵画や写真、工芸、書などの作品
展に利用され、市民の憩いの場として親しまれて
います。「山陰中央新報社 子どもご縁食堂」の会
場にもなっており、多目的な利用が可能になって
います。

季節のスイーツ＆紅茶講座

紙面に掲載された写真を販売

　日本海側有数の人口集積地である中海・宍道湖・大山圏域において、県境を超えた一体的な発展に向けて官民協働の連携事業を企画・運
営しています。地域の優れた産品を発掘し圏域内外に発信する「山陰いいものマルシェ」や、人材育成事業「山陰まんなか未来創造塾」など、圏
域の市長会、ブロック経済協議会などとタイアップし、圏域振興に取り組んでいます。

出雲空港のデジタルサイネージ（電子看板）

本社主催の野球やバレー
ボールのスポーツ大会など
で撮影した迫力ある場面や
感動の瞬間を写真として販
売しています。また、山陰中
央新報の紙面に掲載された
記事や写真を加工した額入
り商品も製作し、記念として
人気を集めています。

出雲空港のデジタルサイネージ（電子看板）

山陰いいものマルシェ（松江） 山陰まんなか未来創造塾
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多様な情報発信に力 地方創生に貢献

＜主な出版物＞

出　版 デジタルサイネージ

圏域振興

本社の出版物

山陰の自然や歴史、文化を紹介する出版活動を展開しています。松江城をは
じめ、石見銀山やたたら製鉄、出雲大社のガイド本などを発行。そのほか、地元
文化人の伝記や紀行本、ビジネス書など幅広い分野で後世に残る本作りを手掛
け、郷土の出版界をけん引しています。自治体や企業から依頼を受け、新聞社な
らではの取材ネットワークと情報の蓄積を生かし、広報誌や記念誌、社史も編
集、制作しています。

・ 日本の未来は島根がつくる
・ 堀田仁助 ～蝦夷地を測った津和野藩士～
・ 旅に唄あり 復刻新版
・ 中村元 慈しみの心
・ そりとむくり 彫刻家 澄川喜一
・ 明窓 書き写しノート（改訂版）

・ 国宝 松江城 ～美しき天守～（改訂版）
・ 鉄のまほろば ～山陰 たたらの里を訪ねて～
・ 古事記1300年 神話のふるさと ～山陰のゆかりの地を訪ねる～
・ こども出雲国風土記（改訂版）
・ マンガで親しむ出雲神話シリーズ・全４巻

　山陰中央新報デジタルサイネージは、インターネット回線を使って山陰両県、国内外のニュースや天気予報などを、随時更新しながらリアル
タイムで配信。空港や病院での企業ＰＲ、大学での人材確保など設置場所の属性に応じた広告、イベント情報などの発信もでき、速報も可能
です。
　現在は出雲縁結び空港、島根県立中央病院、松江市立病院、公立邑智病院、島根大学、島根県立大学浜田キャンパス、鳥取大学湖山
キャンパス、米子鬼太郎空港で稼働しています。

文化センター
山陰中央新報社文化センターは、地域住民の生涯学習拠点とし
て、松江、出雲の２教室で各種講座を開いており、多くの受講生に
親しまれています。地域で活躍するトップクラスの講師陣を迎え、
「学ぶ、出会う、楽しむ」をモットーに運営しています。
講座は茶道、華道、書道、舞踊、邦楽、手工芸など日本の伝統文化
から、語学、歴史、料理、ダンス、健康づくり、園芸まで多種多様に展
開。人生100年時代といわれ、リスキリング（学び直し）の機運が高
まる中、教室は活気を帯びています。無料見学・体験もできます。

写真販売

殿まちギャラリー
松江市南殿町地区の活性化につなげるため、空
き店舗を改装して2002年６月にオープン。個人や
グループによる絵画や写真、工芸、書などの作品
展に利用され、市民の憩いの場として親しまれて
います。「山陰中央新報社 子どもご縁食堂」の会
場にもなっており、多目的な利用が可能になって
います。

季節のスイーツ＆紅茶講座

紙面に掲載された写真を販売

　日本海側有数の人口集積地である中海・宍道湖・大山圏域において、県境を超えた一体的な発展に向けて官民協働の連携事業を企画・運
営しています。地域の優れた産品を発掘し圏域内外に発信する「山陰いいものマルシェ」や、人材育成事業「山陰まんなか未来創造塾」など、圏
域の市長会、ブロック経済協議会などとタイアップし、圏域振興に取り組んでいます。

出雲空港のデジタルサイネージ（電子看板）

本社主催の野球やバレー
ボールのスポーツ大会など
で撮影した迫力ある場面や
感動の瞬間を写真として販
売しています。また、山陰中
央新報の紙面に掲載された
記事や写真を加工した額入
り商品も製作し、記念として
人気を集めています。

出雲空港のデジタルサイネージ（電子看板）

山陰いいものマルシェ（松江） 山陰まんなか未来創造塾
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原稿執筆や打ち合わせに忙しい編集局フロア

社会事象や事件事故、政治、行政、住民の関心の高い生活密着型のニュース、地
域社会で奮闘する人模様を描いた話題は「山陰社会面」「山陰総合面」で掲載して
います。
力を入れているのが選挙報道です。国政選挙はもとより、地域住民の関心が高い
市町村長選は前哨戦から詳しく伝えています。このほかにも、深く掘り下げた企画、リ
ポートを随時掲載し、読み応えと分かりやすさを追求しています。

選挙報道に力

　心温まる話題は地域別のローカル面で展開し、山陰全域のローカルニュースを一
覧できる紙面を提供しています。「さんいん特報班」など地域課題に焦点を当てた読
み物も掲載しています。
　地元の経済情勢や企業の動向などを伝える記事は、山陰経済面に収容し、経済の
動きが一目で分かるようにしています。
　スポーツは、バスケットボールB1の島根スサノオマジックの報道に力を入れてい
ます。

地域の話題から経済、スポーツまで網羅

ニュースの核心を分かりやすく伝えるオピニオン力の強化に努めています。真相に
迫る「ニュース追跡」のほか、社外の識者の寄稿、インタビューによる「羅針盤」「談論
風発」をはじめ、ローカルからグローバルまで幅広い視点で物事を捉える企画も満載
です。

オピニオン力の強化

島根、鳥取両県のイベント情報を中心に、暮らしに役立つ生活情報を「生活アップ
デート」に集約。さまざまな催しや行事を広域的に紹介しています。

役立つ生活情報詳しく

衣食住や健康、育児・教育、流行、娯楽など、暮らしにかかわる話題を硬軟取り混ぜて幅広く、分かりやすく提供しています。論壇や芸術、文芸、
人文科学の今を取り上げるのが文化面。山陰の読者の知的好奇心に応えます。

人に寄り添い、心を豊かに

「地域主義」「地域支援」の徹底

　山陰両県で唯一の経済週刊誌となる「山陰経済ウイークリー」を発
行し、地元経済の今を伝えています。1977年の創刊から45年以上の歴
史があり、2020年4月には誌面を大幅リニューアルしました。表紙のデザ
インを一新したほか、ニュースを深く掘り下げる大型リポートや専門家に
よるタイムリーなコラム、誌上ゴルフレッスン、ランチスポット情報などの企
画を掲載。ビジネスパーソンに役立つ誌面作りに努めています。

山陰唯一の経済週刊誌
「山陰経済ウイークリー」

　足元の豊かさを再発見する「地域主義」、新たな豊かさを追求する「地域支援」が理
念です。記者一人一人が地域に入り込んで発信する意識を徹底し、読者と双方向の
紙面作りを進めています。
　島根、鳥取両県をはじめ、東京、広島に記者を配置。基本方針に▽地域の生き残り
を考える報道▽ルポなど徹底した読者目線の報道▽具体的な道標を示す提言型報
道─を掲げ、硬軟織り交ぜたニュースを発信しています。
　2013年に琉球新報社（沖縄県）と合同で取り組んだ連載企画「環（めぐ）りの海」で
新聞業界の最高賞である新聞協会賞を受賞しました。高速道路の片側1車線区間で
はみ出し事故が相次いだ問題では、海外取材を含めた長期連載を展開し、解決策を
国に提言。安全対策を進める機運を醸成しました。
　また、最大24㌻のカラー面が印刷できる輪転機を生かし、迫力ある写真や見やすい
図表を随所に掲載。ビジュアル効果を高めた紙面作りも心掛けています。本紙のデジタ
ル版「山陰中央新報デジタル（Sデジ）」では、記者が取材した掲載記事を閲覧すること
ができます。

読者投稿の「こだま」欄や、小学生
から学生までの「こだま学園編」欄、
心温まる話や愉快なエピソードを伝
える「読者ふれあいページ」など、読
者参加コーナーが好評を得ており、
紙面を通じた交流も生まれていま
す。1面に毎日掲載する「慈しみの心」
は、インド哲学・仏教学の世界的権
威である故中村元氏（松江市出身）
が紹介したブッダの教えなどをつづ
り、読者の皆さんの生きる指針に
なっています。

読者参加の紙面で
生まれる交流

記者同士の情報交換も欠かせない

地域密着取材から生まれる圧倒的ボリューム紙面

第一線で取材する記者
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記者席からなる編集局と編成局が交わ
るフロア中心部に「センターシンボルジャン
ク」として編集局のデスク席を配置してい
ます。天井部やパーティションには、古来、
日本で愛されている藍色の「ジャパニーズ
ブルー」を配しています。

編集局デスクエリア

本社ビル６階に入る編集局と編成局のフロアを2023年５月、記者とデスク、編集局と編成局との意思疎通の強化などを目的にリニューアルしま
した。オフィスのコンセプトデザインは、専門職の集団が「作品」をつくりあげる工房空間をイメージしています。
編集局のデスク席をフロア中心部に配置することで、編成局や各記者とのコミュニケーションを取りやすい環境にしています。フロア内各所には

グリーン色の人工植物を配するなどして、明るい雰囲気の内装になっています。

政治、スポーツ、地域など担当する面単
位で作業机の集団を形成しています。各
作業机には整理作業を行う組版機が設
置され、整理記者が作業をします。窓側に
は誰もが自由に使えるミーティングスペー
スを設けています。

編成局エリア

天井と床を含めた内装を木目調に統一
し、空間全体をカフェ風にデザインしまし
た。休憩スペース内にも人工植物を配置
して、気分転換やリフレッシュしやすい雰
囲気にしています。

休憩カフェスペース

6階フロアを行き交う通路に設けたディス
カッションスペース。壁の一方に段差を付
け、ミーティングやソロワークができる空間
になっていて、誰もがリラックスして使える
ようになっています。

オープンブレストステップ

集中して作業ができるようにドア付きの
個別ブースを複数設置しています。静かな
環境での作業を可能にするとともにWeb
ミーティングにも使用できます。隣には動画
撮影が行えるスタジオがあります。

ソロワークブース

より質の高い紙面づくりへ
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宍道湖一周駅伝競走大会

文化、スポーツ、芸術 … 地域活性化  バックアップ

指定管理の重責担う
―「国宝松江城」周辺の文化・観光施設を管理

スポーツ関係は「宍道湖一周駅伝競走大会」「浜田－益田間駅伝競走大
会（しおかぜ駅伝）」などの陸上競技をはじめ、小中学生を対象にした野球
大会やバレーボール大会、「島根県アマチュアゴルフ選手権競技」「山陰企
業団体対抗ゴルフ大会」などを開催。スポーツ振興や子どもたちの健全育
成に貢献しています。

＜スポーツ事業＞

文化関係は「日本三大茶会」の一つである「松江城大茶会」を開催し、県
内外から多くの来場者を集
めています。「日本伝統工芸
展」「再興院展」といった全
国規模の大型美術展、地元
の作家や子どもたちが出展
する「日本の書展」「山陰子
ども書道展」なども展開し、
地域の文化芸術振興や人材
育成に寄与しています。

＜文化事業＞

女性クラブYUI

自主企画や旅行代理店とタイアップした国内外の旅行商品を企画販売しています。出雲や米子空港からの海外チャーター便やフジドリ
ームエアライン、日本航空などを利用した国内チャーター便も実施し、地元の空港から発着できる旅行として好評を得ています。バスツアー
では、日帰り旅行から宿泊付きの旅行など県内外の催事や花暦に合わせた旅行、ウォーキングを行程に盛り込んだ健康ツアーなど多種多彩
な旅行商品を取り扱っています。

観　光

事　業

　県民、読者が楽しみ、喜んでもらえる企
画事業を展開しています。
　５期目を迎え、1,200人の会員数を誇る

「女性クラブYUI」はバージョンアップし、
厳選したゲストによるトークショーを開
催。2024年秋に歌舞伎俳優の十三代目市
川團十郎白猿さんの襲名披露巡業公演
を実施しました。このほか、各種スポーツ
大会や展覧会など、さまざまなイベントを
幅広く手掛けています。

文化振興

＜国宝松江城、興雲閣、武家屋敷、明々庵、赤山茶道会館＞
松江のシンボル「国宝松江城」を中心に、城下町での暮らしぶりが垣間見える「武家屋敷」、島根県指定有形文化財で松江市歴史的風致形

成建造物の「興雲閣」、大名茶人・不昧公の残した茶室「明々庵」「赤山茶道会館」の指定管理事業を展開しています。
地域文化の伝承や振興、情報発信に貢献しているほか、関連施設と連携して地域の基幹産業でもある観光振興事業はもちろん、歴史講

座やスポーツイベントなども手掛けています。

明々庵興雲閣赤山茶道会館

武家屋敷

松江城大茶会

十三代目市川團十郎白猿 襲名披露巡業

国宝松江城

1918



宍道湖一周駅伝競走大会

文化、スポーツ、芸術 … 地域活性化  バックアップ

指定管理の重責担う
―「国宝松江城」周辺の文化・観光施設を管理

スポーツ関係は「宍道湖一周駅伝競走大会」「浜田－益田間駅伝競走大
会（しおかぜ駅伝）」などの陸上競技をはじめ、小中学生を対象にした野球
大会やバレーボール大会、「島根県アマチュアゴルフ選手権競技」「山陰企
業団体対抗ゴルフ大会」などを開催。スポーツ振興や子どもたちの健全育
成に貢献しています。

＜スポーツ事業＞

文化関係は「日本三大茶会」の一つである「松江城大茶会」を開催し、県
内外から多くの来場者を集
めています。「日本伝統工芸
展」「再興院展」といった全
国規模の大型美術展、地元
の作家や子どもたちが出展
する「日本の書展」「山陰子
ども書道展」なども展開し、
地域の文化芸術振興や人材
育成に寄与しています。

＜文化事業＞

女性クラブYUI

自主企画や旅行代理店とタイアップした国内外の旅行商品を企画販売しています。出雲や米子空港からの海外チャーター便やフジドリ
ームエアライン、日本航空などを利用した国内チャーター便も実施し、地元の空港から発着できる旅行として好評を得ています。バスツアー
では、日帰り旅行から宿泊付きの旅行など県内外の催事や花暦に合わせた旅行、ウォーキングを行程に盛り込んだ健康ツアーなど多種多彩
な旅行商品を取り扱っています。

観　光

事　業

　県民、読者が楽しみ、喜んでもらえる企
画事業を展開しています。
　５期目を迎え、1,200人の会員数を誇る

「女性クラブYUI」はバージョンアップし、
厳選したゲストによるトークショーを開
催。2024年秋に歌舞伎俳優の十三代目市
川團十郎白猿さんの襲名披露巡業公演
を実施しました。このほか、各種スポーツ
大会や展覧会など、さまざまなイベントを
幅広く手掛けています。

文化振興

＜国宝松江城、興雲閣、武家屋敷、明々庵、赤山茶道会館＞
松江のシンボル「国宝松江城」を中心に、城下町での暮らしぶりが垣間見える「武家屋敷」、島根県指定有形文化財で松江市歴史的風致形

成建造物の「興雲閣」、大名茶人・不昧公の残した茶室「明々庵」「赤山茶道会館」の指定管理事業を展開しています。
地域文化の伝承や振興、情報発信に貢献しているほか、関連施設と連携して地域の基幹産業でもある観光振興事業はもちろん、歴史講

座やスポーツイベントなども手掛けています。

明々庵興雲閣赤山茶道会館

武家屋敷

松江城大茶会

十三代目市川團十郎白猿 襲名披露巡業

国宝松江城

1918
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置され、整理記者が作業をします。窓側に
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スを設けています。
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天井と床を含めた内装を木目調に統一
し、空間全体をカフェ風にデザインしまし
た。休憩スペース内にも人工植物を配置
して、気分転換やリフレッシュしやすい雰
囲気にしています。

休憩カフェスペース

6階フロアを行き交う通路に設けたディス
カッションスペース。壁の一方に段差を付
け、ミーティングやソロワークができる空間
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　本社をはじめ山陰両県の総局、支局や東京、
広島の支社に取材記者がおり、政治、経済、社
会、スポーツなど、さまざまな分野のニュースを追
っています。記者には幅広い知識と的確な判断
力、豊かな表現力が求められますが、新聞の社
会的な役割を実感できる仕事です。

　デスクはより良い記事を読者に読んでもらうた
め、記者に取材の観点や手法をアドバイスするほ
か、原稿のチェック、手直しをします。

　編成局で組み上げた紙面は高速通信回線で、山陰中央
新報製作センターに伝送。超高速オフセット輪転機を使って
色鮮やかな紙面を印刷します。最大40ページ（カラー24ペ
ージ）の印刷が可能です。2017年4月にバックアップの輪転
機3機と発送関連設備を更新し、一層の機能強化を図りま
した。

　刷り上がった新聞は販売拠点ごとに機械で
こん包し、待ち受けるトラックに積み込みます。
その後、販売店に届けられ、一軒一軒丁寧に
配達されます。

　世界、全国のニュースを山陰中央新報
社などの加盟社に配信します。
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山陰、日本、世界が見える紙面づくり

超高速輪転機で
鮮明カラー印刷

紙面をレイアウトする整理記者

印刷された新聞はキャリアで発送へと運ばれる

最新の印刷設備は色鮮やかな紙面を刷り上げる

　本社記者、共同通信社から送られてくる原稿や写真が
集まります。地元はもとより全世界のニュースの価値を判断
し、見出しを付けて専用のパソコンで組み上げます。掲載
写真の加工、図版類の作製も手掛けます。
　また、最先端の技術を駆使し、山陰中央新報デジタル
（Sデジ）に関する業務も受け持っています。
　新聞広告は地域ビジネス局編成部からデータ送信され、
各掲載面に組み込まれます。
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圧倒的な情報発信力と高い信頼
暮らしに役立つサブメディア、デジタルにも力
イベント開催も山陰最大の発行部数を誇る山陰中央新

報。山陰両県はもとより、全国のクライアント
が広告を掲載しています。情報発信ツール
としてクライアントから高い信頼を得てい
ます。
山陰両県は全国に先駆けて人口減少が
進む地域です。島根県内で就職活動する
若者に交通費や宿泊費を助成する「未来サ
ポートプログラム」、島根の次世代を担う若
者（35歳以下）を紹介する「4U35」などを協
賛企業・団体と連携して展開しています。県
内の高校を卒業した後も、島根県とのつな
がりを大切にしながら暮らす学生たちを紹
介する記事体広告を掲載するなど、定住を
促進し、地域活性化を図る取り組みを展開
しています。

　地域で生活を楽しむための情報を載せた「りびえ－る」は、月2回の発行に加え、ホームページやInstagram、Facebook、Xでも情報を発信。
山陰両県を代表する企業経営者のインタビュー集「山陰リーダーズ・アイ」など多くの広告企画で、多媒体による情報発信に力を入れています。
「山陰中央新報デジタル」（Sデジ）に広告枠を設け、企業・団体の情報を発信しています。

企業・団体と連携し、地域活性化

りびえーる、いわみ りびえーる

　毎月第2、第4日曜日、中海・宍道湖圏域と、島根
県西部で発行しているタブロイド判フリーペーパー
です。グルメ、雑貨、ファッション、観光、園芸、子育
てと幅広く生活情報を紹介し、女性から圧倒的な
支持を得ています。

あ・るっく、Story（ストーリー）

　山陰両県はもちろん、近隣県の旬のスポッ
トを紹介する観光情報紙「あ・るっく」、若者の
島根県内定住を目的にした雑誌スタイルの
「Story(ストーリー)」などを発行しています。

山陰リーダーズ・アイ

　山陰両県の企業、団体のトップが
将来の展望や地域への思いを語る
「山陰リーダーズ・アイ」は、Sデジ内
に特設サイトを立ち上げ、「リーダー
の横顔」など紙面では掲載しきれな
い内容も紹介しています。
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　ニュースだけでなく、生活に役立つコンテン
ツも充実しています。

クーポン

実際の紙面レイアウトで使って
いるパソコンが設置してあり、見出
しづくりやレイアウトなどを体験す
ることができます。

　「しんぶん学聞館」（出雲市斐川
町上庄原）は、山陰中央新報を印
刷する工場「山陰中央新報製作セ
ンター」（同）に併設。新聞教室や工
場見学、映像･展示資料などを通
じ、新聞社の仕事について学べる
施設です。
　1階は、山陰地方の重大ニュース
紙面、印刷資料（鉛活字、木版な
ど）、新聞印刷に使う巻取紙の実
物を展示。年月日を入力すると、そ
の日の新聞が見られる「記念日新
聞コーナー」もあります。
　2階には188㌅の大型ディスプ
レーを備えた視聴覚ホールがあ
り、新聞社の1日に密着したビデオ
を上映します。ホール内で行う新
聞教室では、新聞の役割や文章の

書き方、報道現場の裏話などを紹介。さらに輪転機模型を使った講義もあり、印刷機械の仕組みを易しく解説します。
　説明を受けた後は工場内を見学。高速で鮮明なカラー印刷を可能にしたタワー型輪転機をご覧いただけます。

あの日あのとき『メモリー』ゾーン
●創刊号パネル展示
山陰中央新報のルーツである「山

陰新聞」「松陽新報」「島根新聞」の
創刊号と、島根新聞から山陰中央新
報に題号を改めた第1号の紙面をパ
ネル展示しています。

●記念日新聞コーナー
タッチパネルで年月

日を入力すると、その
日の新聞の1面が表示
されます。現在、表示で
きるのは島根新聞創
刊の1942年1月1日から
88年12月31日までと
2001年1月1日以降で
す。

●重要ニュース紙面展示コーナー
若槻礼次郎首相の「親任式」や

竹下登氏の「首相指名」、東京五輪
やくにびき国体、松江菓子博の開
幕、山陰地方を襲った災害などを伝
えた紙面を展示しています。

すごいぞ新聞『なるほど』ゾーン 
●カラー印刷解説用の輪転機模型
藍、紅、黄、黒の順に色を重

ねるカラー印刷の仕組みを輪
転機の模型で解説します。各
色を印刷するローラー4組が上
下に並んでいます。スイッチを
入れると、ローラーの回転に合
わせて紙が下から上へ動きま
す。そうした様子から四つの色
を重ねて印刷する原理を理解
してもらいます。

●組版体験コーナー●さんさんホール
2階の北側にあり、広さ約180平方㍍、80人の収容

が可能です。東側はガラス張りになっており、開放感
あふれるホールです。47㌅の液晶パネル16枚を組み
合わせた188㌅（横4.2㍍、縦2.4㍍）の大型ディスプ
レーを備えているのが大きな特長。見学者には新聞
の魅力や山陰中央
新報を紹介する映
像をご覧いただき
ます。

●印刷資料の展示
新聞は現在、高速で大量の

印刷が可能なオフセット輪転機
で刷り上げていますが、本社で
は1978年5月までは活字を使っ
た凸版印刷方式でした。その時
代の工程を伝える資料として、
活字、鉛版、紙型、写真の金属
版などを展示しています。

1階で記念撮影した後、2階のさ
んさんホールで映像「つながるメ
ディア　山陰中央新報」をご覧いた
だきます。その後のモデルコースは
次の通りです。

案内メニュー

見学予約

新聞教室

輪転機模型

高速輪転機

展示資料

実際の巻取用紙

しんぶん学聞館の見学は、電話での予約をお願いします。
◆入館時間＝土・日・祝日を除く平日午前10時～午後２時30分
◆人　　数＝１日２団体、１回40人まで
◆お申し込み、問い合わせ先
山陰中央新報製作センター
（出雲市斐川町上庄原1318）＝平日午前9時～午後5時  電話 0853（73）9331

山陰中央新報「しんぶん学聞館」
見て 聞いて学ぶ 新聞社の仕事

インキ

刷版

すごいぞ新聞
「なるほど」ゾーン

さんさんホール

多目的ホールあの日あのとき
メモリーゾーン

受付
制作センター
事務室

（視聴覚ホール）

重ね刷り
体験コーナー

活版印刷機
創刊号
パネル

輪転機模型

組版体験
コーナー

3倍圧胴

ま な ぶ ん か ん

記念日新聞
コーナー

重要ニュース紙面
展示コーナー

巻き取り紙
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